
( 1 ) 乳牛の多頭飼育の管理方式について

北海道畜産会河 野 敬三郎

乳牛の多頭飼育とはどのくらいの数をいうか、その規模についての判断がまちまちである。しかし概念と

しては、現在の酪農家の上位の平均飼養頭数では、安定した発展性のある酪農経営を期待するととはでき左

いというととから、より大き左規模にするととを多頭飼育という、漠然とした表現をとっているものと思わ

れる。

北海道の酪農家の上位とみ左される乳牛の飼養頭数は、成牛 8頭以上であるが、 8頭以上の飼育者の頭数

別分布をみると第 1表のように頭数の増加するのに従って少左〈左り、 1口頭以上の農家は 6.4労しか左い

のである。

多頭化の必要性を要求する意味は、所得の増加をそれKよって実現しようとするのであって、とれは第 2

表K示すように、牛乳の生産コストは、一般的Kいって飼育頭数の増加に反比例じて安〈左る。いいかえれ

ば利益が増大するのである。

酪農経営が採算ベースK乗るKは、少左くても 5頭以上の搾乳牛を箭援する ζとが必要であり、より多ぐ

の収入を望むKは、 1 0頭またはそれ以上の規模Kし左ければ左ら左いであろう。

とのことはいま K初まったことでは左いが搾乳牛 5頭以上の酪農家が少左〈、それ以上Kなれ左いのKは、

いくつかのあい路があって拡大化を阻んでいたのである。

それは、土地、資本、労力、農業形態(種目の組み合せの不合理性)左どであb、また農業の方向づけが、

土地、資本の不足を、労働集約による単位生産の増大K重点をbき、自給労賃の不当左引き下げKよって単

位(反当または 1頭当 t)粗収入の増加を計るととになかれていたのである。

従来の乳牛の多頭数飼育の形は、大都市周辺の専業搾乳業者は別として、農場形体をもつものでは、ほと

んどがプリーダ一的性格をもつものであって、国立または道府県の種畜場か、種畜生産を目的としたプリー

ダーによってしめられていたのであって、本当の酪農家(牛乳生産及び搾乳牛にむけるための乳用牛の生

産育成)にはその形がみられ左かったのである。

種畜生産のやb方にも問題はあるが、本格的左酪農のあb方Kは、現在の壁を破る努力が強〈要請されね

ば左ら左い。

搾乳牛頭数別の牛乳生産費の費目別の金額をみると、頭数の増加によって減少する経費は、労働費がもっ

とも多く、建物、農機具費がとれKついで長り、労働効率が上b、設備の資本効果がよく在ることを示して

いる。とれに対し、飼料費と乳牛償却費はほとんど差が左いのである。但し、飾件費の内容をよくみると、

頭数の増加K伴左い、自給飼料費が減少しているのに、購入飼料費(主として濃厚飼料)が増加していると

とK注意し左ければ左ら左いのである。

第 1表乳牛頭数別飼養戸数(成畜) 3 9年 11月

問咽~5 ........ 9 1 0~1 4 1 5以上 言十

戸数7， 2 7 0 I 9， 0 3 0 I 1 3，0 3 0 1 3，980 2.482 424 4 6，2 1 6 

% 1 5. 7 I 1 9. 6 I 2 8. 1 30.2 5.5 0.9 



第 2表 搾乳牛頭数別牛乳生産費 (3.2弼 1 0 0 kg) 3 9年

頭数別 労働費
飼 料 費

乳牛償却費 その他 費用計 第 2次生産費
自給 購入 計

1 5~1 9 397 959 8 1 7 1，776 372 35 1 2，896 2，231 

1 O~1 4 502 689 777 1，466 373 373 2，71 4 2，51 9 

7 -- 9 62日 646 854 1，500 304 387 2司81 1 2，697 

5 -- 6 665 564 888 1，452 3 1 9 417 2，853 2，770 

4 724 725 77ら 1，501 288 374 2.887 2，7 1 7 

5 922 573 8 1 1 1，384 302 .3 82 3，000 2，855 
一一一一」

労働と設備投資K対する効果は、たしかK多頭化Kよって向上しているが、本道の上位酪農家の搾乳牛の

増加が 5---6頭で伸び左やんでいることは、現在の乳牛の飼養管理形態が、防寒畜舎になけるズヲンチヨン

方式と、牛乳の手搾 b である以上 5~ 6頭以上K増加しでも管理労力は余り節減でき左い。

5 ~6頭の搾乳牛の場合の管理労働時間は、 1 頭平均 347 時間であって、搾乳牛が 6頭の場合Kは育成

牛と仔牛が常時 3~4 頭はいるので、育成牛の管理労力を 1 頭平均 1 0 0時間とみても、年間の労働時間は

合計して約 2.40 0時間を必要とし、稼働者 1名の年間労力の限界である。大部分の農家の保有労働力は

2.5人であって、販売作物収入Kか左bの重点を品、か左ければ左ら左い経営に長いては、飼料生産と農作

物裁培の労力の関係から、家畜管理労力を、 1 人以上にするととが困難と左り、とれが乳牛頭数が 5~6頭

で頭うちとなる主左原因と考えられるのである。

もちろんこの他にも、各戸の農地面積が狭いとか、資金不足左どが酪農規模の拡大を阻げていることは事

実であるが、道東、道北の畑作地帯の 10ヘクターノレ以上の農家や、根到11、天北の 20........ 3 0ヘクターノレの

農用地をもっている地帯に長いても、 5~6頭の搾乳牛飼養で、行きづま b を示している経営が大多数をし

めているのである。

また生産費の 50パーセントをしめる飼料費が、頭数が増すと自給費が少左く左b、購入費が多〈左b、

合計ではあま b変ら左いととKも、労力の影響が考えられるのである。 ζれは頭数の増加によって、裁培管

理と飼料調製などの農作業労力が不足とな D、販売作物裁培労働はへらせ左いので、労ブ万現役分は飼料生産調

整にしわょせられて、粗飼料の確保量が十分で左ぐ、また良質の粗飼料をつぐるととができ左いので、濃厚

飼料の使用が多〈なるのであろうと思われるのである。

酪農経営による所得の増加を賭寺するには、多頭化と、飼料費の低減と、生産乳量の増加を必要とするの

であって、この場合、乳牛管理労力の増によるイ乍劫裁培との競合を、どのよう左方法で解決するかというと

とに帰着するのである。

管理労働の検討と管理方式

千喋効率を高めるKは、管理に必要左作業の量を作業別K分類してその作業の内容を検討して、時間の短

縮と作業の軽減を考えなければ左らない。昭和 39年の牛乳生産費調査報告から、搾乳牛の飼養頭数別の作

業別作業時間を引用して分析したのが第 5・4表である。

硝では4頭以ての搾乳牛は除外し、 5頭以上について見たo とれにはノレイハウジング方式のものは左〈

全部繋留方式であb、多頭区ほどミノレカーの使用率が高〈左っているようである。

ーーり』ー
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第 5表搾乳牛 1頭当D作業別労働時間

揮し牛規模 飼料調理給与 敷料更新 題字L、牛造 牛乳運搬 その他 計

5 頭 1 1 9.5 4 S..o 1 95.0 5 0.6 75.6 485.1 

4 頭 93.7 4 6.3 1 62.0 37.0 48.0 387.2 

5~ 6頭 78.7 42.1 142.2 24.3 60.2 34ス

7~ ヲ頭 6 9.1 35.5 128.8 1ス4 54.1 304.7 

1 0...... 1 4頭 62.7 35.0 124.3 1 0.6 4 3:8 276.5 

!I 1 5 ...... 1 9頭 53.8 33.7 1 02.0 8.1 48.4 246.0 

;1 2 0 ，.....， 2 9頭 48.3 3 3.6 95.4 8.8 6 6.5 252.6 

向上 5"""'6頭を 10 0とした作業別比率

5 ...... 6頭 1 0 0 1 0 0 1 00 1 0 0 1 0 日 1 00 

7 ...... ヲ頭 88 84 90 72 90' 88 

1 O"'_' 1 4頭 80 83 87 44 73 80 

1 5...... 1 9頭 68 80 72 3 3 80 71 

2 0...... 2 9頭 6 1 80 67 36 1 j 0 73 

第4表搾乳牛規模別作業別労働時間比率

搾乳牛規模 飼料調理給与 敷料更新 lZ礼、牛主 牛乳運搬 その他 言十

5 ...... 6頭 22.5 12.5 4 1.0 スo 1 7. 0 1 00 

7 ...... ヲ頭 22.7 1 1.7 42.0 5.7 1 7.8 1 0 0 

1 0 ...... 1 4頭 22.6 1 2.7 45.0 3.9 1 5.8 1 ('J 0 

1 5，.._， 1 9頭 21.8 1 3.7 4 1.5 3.3 19.7 1口口

2 0 ...... 2 9頭 1 9.0 1 3.3 3ス8 3.5 26.4 100 

搾乳牛 1頭当bの作業時聞は第 5表K示すように作業別でもまた総労働時間でも頭数の増加につれて短縮さ

れている。しかし各規模別の作業別の時間の総時間K対する割合を見ると第4表K示すように同じよう左比率

である。

総労働時聞は 5，.....， 6頭区では 34 7時聞から 15...... 1 9頭区まで約 10弼づっ短縮されている。

作業別労働時間も、飼料給与と搾乳処理と乳運搬は多頭化につれて少左ぐ左っている。しかし敷料更新とその

他作業はあま b短縮されてい左い。

さらに総時聞に対する作業別の時間の比率を見ると第 4表で明らか左ように、搾乳処理がいずれも約 40領

以上で最も多し飼料給与がこれにつぎ約22 %で、その他作業は 17婦から 26弼と逆に多頭化に伴って負

担が高〈左って;;，'"b、敷料煎舟作業も僅かではあるが 12%から 13弼と増加している。

この 2つの表から考えられることは、スタンチヨン方式り管理では、多頭化K伴って次第に 1頭当bの作業

時聞は短縮されるが、これは 20頭〈らいまでであって、それ以上K左ると作業時聞は短縮されにぐいという

ことと、作業別の割合は多頭化しでも余b変化はしないということである。

しかし搾乳と飼料給与の二作業で封乍数約3分の2を凶て則、 ζれに清掃作業の敷草更新を加えると 8割であ

る。この作業は多頭化によ bたしかに短縮はされているが、もっとミノレカーを上手に使用し 、飼料の給与方
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法を改善し、清掃作業を楽にする工夫をする余地は十分K考えられるのであって作業効率を高めるよう左畜舎

の施設と配置を考えることが必要であるoそうで左ければ 20頭以上の搾乳牛を個別経営で飼育することは困

難!と左るであろう。

スタンチヨンにミ Jレカー用の真空配管をしで、パケット形のミルカーを使用すれば、搾乳作業は 1人でミ Jレ

ヵーを 2台(同時に 2頭の搾乳)操作することができるし、夏季聞は電牧を使用して輪換放牧をすることによ

って、管理労力はか左b節減できるのである。

ミノレカ-(fCよる搾乳はミノレカー装着時聞は 4--7分間で、着脱や、牛乳の秤量、牛乳缶への移しかえ左どの

時間を加えると、一頭当lJ1回の搾乳時間は 7--1 0分であるので、 1回の搾乳を 1時間ですますとすると、

ミノレカー 1台当bの搾乳頭数は 6.......8頭が適当と左る。常時搾乳牛は成牛の 85パーセントであるから、ミノレ

カー 1台使用の場合は、成牛 8頭が適当であb、その場合の育成牛は約 4頭とすると成牛換算 1口頭ぐらいに

左る。

ミノレカー 2台使用の場合は、成牛では 16頭、育成牛8頭をいれて成牛換算2 口頭〈らいに左る。

その場合の管理時聞を示じたのが第 5表である。

搾乳牛 8頭でミノレカー 1台使用の場合の、 1頭当b年間労働時聞は 26 3時間であるから、育成牛 100時

間 4頭の管旦時間 400時間を加えてし 2.'4 0 5時間と左b、 1人分の労力以内である。

ミノレカー 2台で 16頭の搾乳牛をま;-(場合には、 1人で 2台の操作をするので、搾乳時聞は非常に少左ぐ在

るが1 飼料給与の時間はあま b短縮されず、また他の作業もあるので、 1頭当bの時間は 20 1時間であって‘

搾乳牛 16頭の管理に 3，22 6時間、育成牛 1頭の管理に 800時間とみると、 4，02 6時間と左 b、 1.6人

分の労力を必要とするのである。

搾乳牛 16頭を飼育すれば、平均乳量 4，50 0キ白とみて、乳代と子牛の生産を合せて 1頭当b粗収入

1 6万円、所得 6万円と左b酪農収入 26 0万円、所得 i0 0万であるから、農産収入は期待し左〈てもよい

ので、飼料作物、牧草の栽培と収穫の労力があれほょいととに在る。

しかし、成牛換算2口頭の飼養に必要左粗飼料を生産するためには、ヘクターノレ当b収量を生草で平均 70 

屯とした場合でも、 7頭当lJo. 6ヘクタールの面積が必要であるから、 20頭では約 12ヘクターノレの飼料栽

培をし左ければ左ら左い。夏季は牧草地に放牧するとしても、乾牧草 40屯、サイレージ i2 0屯、根菜 50 

屯、敷わら 10屯を確保し左ければ左ら左いので、モーアレーキ左・どを使用しでも 5月から 10月までの 6カ

月間に約 2.(} 0 0時間の労力が必要なのであって、このよう左スタンチヨンによる管理方式では、稼働力

2.5人では搾乳牛↑ 6頭、育成牛 8頭の飼育は畜力農具では労力的に無理である。

しかし、 ζの程度の規模では、 7戸でトラクターや、トラク lター附属機のモーア、レーキ、テツダ一、へ←

コンデシヨナー左どの高い農機具を整備するととは過剰投資と左 D、せっかく多頭化陀よb労万の節減はされ

ても、農機具費のためK所得は少左ぐ左るのであって、農作業の機械化によって労働生産効率を高めても、経

済的KはかえってマイナスK左るのは明瞭である。

管理労働の内で多ぐの時間を要しているのは、飼料の調製給与と、敷わら更新(糞処理)と、手入れ運動で

あってこの合計は搾乳、牛乳処理よ bも多い。ミノレカー使用の場合の両者を比較すると搾乳牛 1頭当 bで『は、

ミノレカ-1台で 8頭の場合、前者は 11 5時間で搾乳の 104時間よ bも11時間多〈、ミノレカー2台で 16 

頭の場合は、 97時聞に対し 76時間で21時間多ぐ要するのである。

この管理時間を少左ぐすることができれば、 1人当bの飼養頭数を増加できるし、また飼料生産に十分の労

力を当てられるのである。

飼料調製給与労働は何に多く使われているかというと、調製は僅かであって、配合飼料を使用する農家が大
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部分であるので‘、濃厚飼料の配合は必要左〈、ピートパルプや家畜ビート、かぶ左どを給与する場合だけ、浸

漬とか、細切をするのに時間がかかるだけであって、大部分の作業は乳牛の飼槽までの飼料の運搬に要してい

るのである。

第 5表 搾乳牛T頭当b作業別労働時間(ミノレヵー使用電故による放牧)

頭数別
飼料調 放牧

手入運動
敷わら 搾乳及び

乳運搬 その他
パクツト

計
整給与 更新 乳処理 ミノレカー

8 68.0 

ζ~ 
23.0 24.0 "1 04.0 2 0.0 1 2.0 2630 1台

r 

1 6 61.0 1 8.0 1 8.0 76.0 1 0.0 1 0.0 201.0 2台

ルーズノ、ワズイング万式による、乾草サイレージ自由採食の場合 2台

2o I 2 8.7 I 4.2 I 2. 3 I " 7. 5 I 5スoI 3.1 I ス11109.91 2台|

従来の考え方では、飼料は牛のいるところに人が運搬して配給することによって、i 適正左給与ができ、無駄

のまい合理的左飼養法であるといわれていたのである。

しかし夏季放牧をしているときのFことを考えてみると、粗飼料は乳牛が自分で必要左だけ採食してj:，"'l?、濃

厚飼料は搾乳のときに乳量に応じて搾乳と同時に給与していて別氏支障は左いのである。

粗飼料は元来制限して与えるものでは左〈、牛が必要とするだけ採食させても支障の左いものである。牛の

1日の採食量には限度があb、乳量K応じ、または若牛では生長期によって、適量の濃厚飼料を与えることK

よって、粗飼料の採食量は牛自体が加減して適当の量をl食べるものである。

従って、乾草、サイ ν←ジ、根菜、青刈b飼料左どでも、適当左給与場があれば、わざわざ牛のいるととろま

で 1つ、 1つ別々に、重い、かさばって運びKぐいものを運搬する必要は左〈、放牧していると同じ状態で、

自由に採食させてよいはず左のである。

牛t工食欲によって、飼料のあるところに自分で歩いて行き、必要左だけ食べ、水を飲み、休みた〈左ればね

て走者をするのが、最も快的左生活であることに間違い左いのである。

粗飼料は自由探食させ、濃厚飼料は搾乳場で搾乳と同時に与えることによって、飼料の運搬をし左いことに

すれば、この労力は極ぐ僅か左ものに左るのである。

それには牛は繋が左いで、いつも自由にしてま?ぐことが必要左のである。牛は自由に運動場内を歩き、乾草

給与場やサイレーク、根菜の給与場や、水槽に行って飲食L、時間がくれば搾乳場K集まって、濃厚飼料を与

えられるを待っているo というようにすれば、放牧と同じととに左るので、運動のための作業はぜんぜん必要

が左〈在るのである。

敷わらの更新と糞の搬出作業{也、スタンチヨン牛舎では毎日確実にし左ければ左ら左い ζ とは、スタンチヨ

ンに繋いで搾乳をするからである。清潔左搾乳のためには、搾乳の度K糞の搬出をすることが必要であb、

1日V'C2.......3回の作業が伴うのである。

搾乳を別の場所でする場合には、牛がねる場所で体が汚れぬよう左配慮をすれば、必ずしも毎日数回も糞の

搬出をし左くてもよいことに左る。牛が飼料'や水を飲食するために、自由に移動できる場合には、排糞、排尿

は方々でするので、ねる場所でする量は少左〈左る。

従って体の汚れも少左いことは、放牧時と舎飼期との牛体の汚れのちがうことで明瞭である。牛の休息して

ねる場所が適当の広さであb、そζでの排糞を舎外K搬出すること左しに、 l牛体を汚さ左いよう左方法で処理

することができれば、この作業は非常に少左〈てよいことに左るのである。
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乳牛を放牧するのと同じ菅理方法で、舎飼期または半舎飼の場合でも管理しようとするのが、ノレーズハウ長イ

ング方式左のであって、飼養管理労力をできるだけ少左ぐして、牛には快適左環境を与え、十分な飼料を採食

さぜて、清潔で良質の牛乳を十分K生産させようとする方法なのである。 ζのような省力管理によって生ずる

労力は、良質粗飼料の生産(優良放牧地、採草地、飼料作物の栽培、乾草、サイレージの調製収納)に当てて

なb労力と飼料に余裕があれば飼育頭数を増加するように考えるのである。

しかし、このよう左方式を採用する場合K考え左ければ左ら左いことは、畜舎や給飼施設や、搾乳場左どの

設備費がスタンテヨン方式よ bも、乳牛 1頭当9 (または単位生産乳量当 9)にして安ぐ左ければ左ら左いと

いうことである。従って、スタンテヨン方式からノレーズハウズイング方式に変更する場合には、既存の施設を

できるだけ活用して転用または改造して、ノレーズハウズイング方式の条件を満足させるように考慮することが

必要である。

ルーズハウズイング方式

スタンチヨン方式は乳牛を繋ぎ、そこで飼料を与え、搾乳をし、糞尿をさぜ、それを排除するという、乳牛

を固定させてb き、人が移動する方法で、移動と運搬を少左〈するために、サイロ、乾草庫、根菜E室、濃厚飼

料置場、牛乳処理場、尿溜め、堆肥場左どを、乳牛舎を中心として密着させた設備配置を必要とし、畜舎は牛

が自由に動け左いので、冬期の寒さから保護するために、防寒構造であることが必要とされるので、建築費は

高ぐっぐのである。

また作業上の不合理性(昔、労力の面だけでなぐ、食堂と便所が同じところであってw しかも便所で搾乳をす

るということである。

ノレーズハウズイング方式の必要条件は、

1. 搾乳場と、休息牛舎と、乾草、サイレージ、根菜、青刈b飼料、給水左どの給飼場を別にし、その聞の連 ι

絡用の通路と運動場を必ず設ける。

2. 搾乳牛と、それ以外の育成牛や乾澗牛は別にする。従って搾乳場以外の施設は別にする。しかし、ザイ口、:

乾草庫、運動場左どは同じであっても、給与場を区隔して砕けばよい。

3. 搾乳場は、搾乳牛の待機場(ホーノレデングエリア)、搾乳室、牛乳処理室に分ける。待機場は給飼場に隣

接して、 1頭当 9o. 5坪の広さとし、雨雪の当ら左いように屋根をかけるのが望ましいが、一部だけ搾乳室』

への入口K近いところだけ屋根をかけてもよい。

摺し室は防寒構造とし、 8~ 1 5頭につき 1台のミノレカーとし、搾乳牛りはいる枠はミノレカーの台数の 2

倍とする。作業通路は牛の立っと ζろよ bも2.2尺低〈し、牛は段を上って搾乳窒にはいる。搾乳室には濃

厚飼料置場を設け、搾乳枠には飼槽をつけ、搾乳作業中に与える。搾乳終了牛は休患舎またはこれに連絡す

る運餅易の方Kだすように出口をつける。搾乳室の面積は、ミノレカー 2台4頭収容では 7坪、わレカ-4台、

8頭収容では 12坪ぐらいである。

搾乳室に隣接して牛乳処理室を設ける可処理室には牛乳冷却槽、洗糠設備、ミノレカ一、牛乳缶左どの置場、

ポンプなどの機械や乳房洗いその他の温水装置、冬期の保温設備左どを設ける。その面積は乳量によってき

、まるが日量 1.........2石では 4坪、 2-4石では 5坪、 4--7石では 6坪〈らいである。

4. 休息牛舎:放牧終了よb、春までの聞は汚れた敷わらは搬出せず、糞はフオークで反転して、新しい切わ

らをまき、堆肥場のように積みかさねでいぐりで春先Kは、男 --4尺ぐらいの厚みに左b冬期間は醗酵じて

舎内を温める。醗酵によって牛の寝るがらの表面の温度は 20度以上となるので建物は防寒の必要が左〈、
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また醗酵によ bアンモニアと水蒸気が発散するので、牛舎は閉めてはいけ左いo牛舎は西北東の三面は壁

とし、南または南東方のー側は開放する。窓も南方につけて日光をいれる。建物は南面して東西に長〈し、

奥行きは 4間以上にした方がよい。舎内は天井を張る必要が左〈梁高は敷わらの搬出や清掃に車両をいれる

ので 10尺〈らいとし、柱は左るべ〈左い方がよい。床は地盤よ 97--8寸高〈し、南側にやや傾斜をつけ

る。床はコンクリートにした方がよいが、排水のよい所では土間でもかまわ左い。

面積は、成牛 1頭当 b、1.5坪ぐらいでよ〈、敷わらを舎内に堆積する場合には 1.8坪くらいである。

南側の開放した舎外の運動場は小屋にそって 15尺以上の巾でペコンクリート舗装にする。この舗装は

給飼場、搾乳場への連絡通路K左る。

5. 給餅易:粗飼料。給与は、時間を制限せず、いつでも自由に採食できるよう左設備が、管理作業の点から

いうと望ましい。飼料の給与の面からは、各牛が必要左量を十分に採食できて、かつ飼料が無駄に左ら左い

よう在、設備が要求される。最もよい方法は、乾草舎、サイロから直接採食させるか、わずかの労力で飼料

を給飼場に移動して採食させることでるる。時間を制限せず、常時採食さぜる場合には、粗飼料の種類が多

ぐて、各飼料どとに給与場を設けると、牛群は分散して採食するので、給飼場の巾は少左〈てよいことに左

る。制限給与をする場合には全牛が一度に集まるので、飼槽または乾草架は、 1頭当 92. 5尺を必要とする

が、不断給与の場合には、乾草を食べているものもあb、サイレージのところにいるのもあb、根菜に食い

ついているもあb、水を飲むもの、休息舎でねているものぷすう中のもの、運動場で遊んでいるものあbであ

って、次ぎ次ぎに火れかわ 9 V(給飼場に行〈ので、 1 頭当 b の巾は、 5~6 寸もあれば十分で-ある。ただし

それ民は全牛が満足するだけの飼料が与えられることが前提である。

乾草とサイレージの自由採食用の施設として、最も理想的左ものは乾草舎を兼ねた地上式水平サイロ

(パンカーサイロ)であって、サイロの壁の片側に乾草置場をもった給与場をつけたものである。雄武の実

験農場にはこの施設を採用したのである。

サイレージの詰めこみは、トラックまたはトラクタ一、トレーラーがサイロ内に運びこみ、トラクターで

踏み固め左がら 6--8尺の高さに積み、最後陀サイロの両端の口をビニーノレで内側を覆って板でふさぎ、上

部もピユーノレで完全に覆って空気を遮断する。サイレージの上はトラクターが踏んで歩くので、屋根までの

聞に空間があるが、これを乾草舎として利用する。サイレージの給与は、サイロの入b口K移動式の柵をな

いて、柵から首をいれてサイレージを食べさせる。

柵は 1日に 5寸以上移動させて次第陀サイロの内部陀食い進ませる。サイレージの上の乾草は、乾草給与場

に落して与える。乾草給与場陀は固定した給飼柵で乾草置場との区聞を切b、柵から首を入れて食べさせる。

別の方法では、サイロから 1日に全牛に与える量を取b出し、サイロに附設した飼槽にいれて与える方法

である。この場合陀は、乾草は別に乾草舎に収納し、草舎の周囲に給飼柵をつけて与える。サイレージの飼

槽は、根菜の給与飼槽と兼用することもできる。

この方式を採用したのが、羽幌町の酪農生産協同組合の畜舎である。このサイロで飼槽は 1頭当 91尺り

長さにしている。飼槽は前方陀は 15尺角のサイロ 5基を続結してま:?9、サイロから取b出すと直接飼槽陀

落すように設計したものである。

乾草舎は運動場の一端医もうけ周囲陀柵をつけて給与している。

水槽は舎外の運動場K乾草給与場との連絡路に設けている。水槽は凍結防止のため常時水を出し、槽外にあ

ふれぬように槽内に管をいれて流下させる。水槽は大きくする必要はな〈、 2尺角〈らいでよぐ、 30頭陀

1クの割で十分である O'
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給飼場、水飲場の周囲、搾乳牛の待機場やその連絡路はコンクリート舗装することが必要である。

運動場は、.連絡路や、休息舎の前面の舗装を含めて、成牛 1頭当.!?3坪が適当である。

6. 粗飼料と敷わら:粗飼料。採食量は、冬期間も自由に運動するので食欲がよ〈、自由採食をするので、ス

タンテヨン牛舎にとじこめて、制限給与をするよ bも採食量は幾分多い。しかし過食するということは左〈、

放牧で採食している場合と大体同じくらいの量をとっているのである。雄武の実験農場の実績から判定する

と、体重平均 5 5 0キロくらいの牛群では'> 1頭 1日当D乾草 10キロ 1 サイレージ(水分 78%) 25キ

ロぐらいであって、放牧の場合の水分 78婦の生草K換算する e6 4.キロであって、-ちょうど適量探食して

いるのである。

第 5表 スタンチヨン方式搾乳牛 20頭収容焔設

施設物 規 模 単 価 金 額 備 考

畜 4コb 70坪 50，00 0 3，500，000 ブロック造、 2階乾草底、飼料室、乳処理室

塔形サイロ 120坪 6，000 720，000 塔形プロック造、 6 0 2基

堆 日巴 場 20坪 1 0，0 0 0 100，0.00 

尿 溜 7立坪 1 5，00 0 1 0 5.00 0 容量 2 0 0石

機械その他 一式 295.000 スタンチヨン配管ミノレカー2台、4揚水;f'"yフ電気工事一式

計 4，720，00 0 

第 6表 ノレーズハウズイング方式搾乳牛 20頭収容施設

施設物 規 模 単価 金 額 備 考

一
休 息 4コ~ 36VJZ 25，00 0 900，00 0 木造平屋床コンクリート

搾 乳 室 7j~JZ 40，00 0 280，000 プロック、平屋、濃厚飼料庫を含む

手L 処 理 二官主二 5坪 40，000 200，0 00 プロック司、平屋、冷却槽

パンカーサイロ 24坪 30，0 0 0 720，000 ブロック、上屋木造床コンクリート

乾草給与舎 1 8t~F 1 5，0 0 0 2 40，00 0 木造、床コンクリート

待 機 場 1 0坪 1 5.00口 1 50，00 0 同 上

コンクリート舗装 8 Oj~JZ 3，000 240，000 

機械その他 一式 470，000 搾乳室施設一式、水道、電気工事一式

言十 3，2 00，0 00 

根菜を給与する場合には、根菜の給与量り 6分の 1の量だけ、乾草を少左〈すればよいので、根菜を 1日

1 5 キロ与えるとすると、乾草は 2.5 キロ少左~ス 5 キロと、サイレージ 2 5キロぐらいを見込めばよいの

である。この量は屯従来のスタンテヨンの場合よ bも、乾草り量にして約 1キロぐらいとみら札るが、これ

は運動を十分にしているのと、体温の保温のためであると J思われる。

敷わらは、牛体の汚れを少左〈するには多〈必要であ D、少左くするには、休息舎の汚れたわらの処理の

回数を多〈ナる必要がある。 1日1回り処理の場合は 1日 1頭当b約 3キロ以上を必要とする。

冬期飼料の給与日数を 2 2 0日とすると、 1頭当b、乾草 10キロでは 2.3 トン、サイレージは 5.5トン

が必要であb、敷わらは O.7トンを見込むことに左るので、スタンテヨンよ bもわずかであるが多くする必

要がある。
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スタンデヨン方式では必要量を与え左凶場合でも、繋がれているので食べ左¥.;)でがまんさせられるが、ノレ

ーズハウズイングでは不足であると、弱い牛は食いまけをするので、粗飼料は必要量よ bも余裕をもってい

ることが必要である。

ス 管理労力と施設費:管理労万はスタンチヨン方式よ Dも非常に少なぐてすむととは明瞭である。

搾乳牛 2口頭では前に第 5表で示したように約半分の 10 1時間であD、多頭化すればするほど 1頭当b

の管理時間は減少する。

1人の管理頭数は、 30........ 4 0頭が適当であD、2人であれば 8口頭の搾乳牛の管理が可能である。

施設では、建物に金のかかるのは搾乳場だけであって、 ζれは防寒構造とすることと、やや複雑左設備を

必要とするので、坪当J:J4万円の建築費と、ミノレカ一、乳処理の機械設備を整備し左ければ左ら左い。しか

しミノレカーや乳処理はスタンチヨンでも必要であD、建築費も同じぐらいの単価がかかるのである。

他の建物は、全部平屋の簡単左構造でよ〈、休息舎、パンカーサイロ、乾草給与場左どは坪当J:J2.5万円

程度でよいのである。

スダ1ンチヨン式防寒牛舎で、乾草を屋根裏Kつけ、塔形サイロ、牛乳処理室、飼料室、尿溜め堆肥場をも

っ 20頭の搾乳牛舎の場合り建築費は、約 47 2万円に対し、ノレーズハウズイングでは 32 0万円であって、

建築費では約 5分の 2である。

(2) 畜舎建築と建築基準法における問題点について

北海道立中央農業試験場

土田鶴吉。桜井 允
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